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井戸

倉
岳
地
区
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
が

１
月
３
日
、
棚
底
地
区
コ
ミ
セ
ン
集
会

室
で
あ
っ
た
。
昨
年
４
月
に
改
正
民
法

が
施
行
さ
れ
、
成
人
年
齢
が
１
８
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
「
成

人
式
」
か
ら
名
称
を
変
更
し
て
の
開
催
。

天
草
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
「
２
０

歳
」
が
対
象
と
な
っ
た
。

当
日
は
、
好
天
気
の
下
、
真
新
し
い

ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振
袖
に
身
を
包

ん
だ
新
成
人
２
５
人
が
、
小
中
学
校
の

恩
師
や
保
護
者
ら
に
見
守
ら
れ
て
出

席
し
た
。
式
典
で
は
、
市
長
が
「『
あ
り

が
と
う
』
、
『
お
か
げ
さ
ま
』
と
い
う
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
今
度
は
、
皆

さ
ん
が
そ
ん
な
言
葉
を
言
っ
て
も
ら

え
る
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
激
励
さ

れ
た
。
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
山

道
晴
菜
さ
ん
が
、
「
２
０
歳
と
い
う
大

き
な
節
目
に
ま
た
夢
に
向
か
っ
て
走

り
出
し
ま
す
」
と
社
会
人
と
し
て
の
決

意
を
述
べ
ら
れ
た
。

式
典
終
了
後
は
、
恩
師
や
来
賓
の
方

た
ち
と
一
緒
に
記
念
撮
影
。
保
護
者
ら

は
、
カ
メ
ラ
マ
ン
そ
っ
ち
の
け
で
、
我

が
子
の
晴
れ
姿
を
ス
マ
ホ
ー
に
収
め

よ
う
と
一
斉
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
さ

れ
て
い
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
開
催
し
て
い
た
だ
き
よ
か
っ

た
」
と
感
謝
の
声
が
聞
か
れ
た
。

あ
け
ぼ
の
地
区
で
は
、
１
月
７
日

(

土
）
え
び
す
様
側
の
船
揚
げ
場(

ド
ッ

ク
）
付
近
で
「
鬼
火
焼
き
」
が
行
わ
れ
、

門
松
や
し
め
縄
な
ど
正
月
飾
り
を
抱

え
た
住
民
が
三
々
五
々
集
ま
っ
た
。

昔
か
ら
「
お
ね
び
」
や
「
ど
ん
ど
ん
や
」

と
い
っ
て
生
木
や
青
竹
な
ど
で
や
ぐ

ら
を
組
み
、
白
い
煙
の
高
さ
や
竹
の
破

裂
す
る
音
を
競
っ
て
い
た
と
い
う
。
煙

や
音
は
、
邪
気
や
悪
霊
を
祓
う
と
言
わ

れ
、
わ
ざ
と
燃
え
に
く
い
生
木
や
派
手

な
音
が
す
る
竹
を
選
ん
だ
そ
う
だ
。

ま
た
、
「
お
ね
び
」
で
焼
い
た
モ
チ
を

食
べ
る
と
１
年
間
、
家
庭
円
満
や
無
病

息
災
で
過
ご
せ
る
と
い
う
風
習
が
あ

り
、
正
月
に
供
え
た
鏡
モ
チ
な
ど
を
持

参
し
、
銀
紙
に
包
ん
で
焼
い
て
い
た
。

そ
の
後
、
み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
メ

ザ
シ
や
エ
ビ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
な
ど
を
肴

に
お
神
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
住
民
同
士

の
懇
親
と
絆
を
深
め
て
お
ら
れ
た
。

民
法
改
正
後
初
の
式
典

「おねび」のやぐらに点火するところ

久しぶりに再会、お互い会話が弾む 振袖に身を包んだ新成人 新成人代表あいさつ＝山道さん

「感謝の気持ちを忘れず」夢に向かってハイポーズ！
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今月の石垣散策トイレ掃除当番
健康福祉部会 毎週 火、土曜日

倉岳小学校 毎週 木曜日

２月 ２日（木 ）行政相談会

２月 ９日（木 ）第４回行政区長会

２月２３日（木 ）宝島“天草”づくり講演会

２月２７日（月 ）住民税申告日

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

振興会部会員必見！
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１２月２３日（金）に１４回目の史跡棚底城跡整備検

討委員会を行いました。積雪のため、現地視察はで

きませんでしたが、文化庁の文化財調査官をはじめ、

委員の皆さんに来年度予定しているⅠ郭切岸保全

工事の設計内容を審議していただきました。

会議では様々な意見が出て、結論には至りません

でした。そのため、２月末までにより詳細なデータを

準備のうえ、再度委員会の了承をいただくこととし、

来年度の円滑な事業の実施に備えていきます。

（天草市文化課 宮崎）

小
島
様

棚
底
湾
に
ポ
ツ
ン
と
浮
か
ぶ
島

は
小
島
様
と
呼
ば
れ
、
古
く
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

旧
棚
底
小
学
校
の
校
歌
を
作
詞

し
た
野
口
雨
情
も
棚
底
滞
在
中
に
、

後
ろ
倉
岳

前
龍
ヶ
岳

中
の
小
島
は

浮
き
沈
み

と
、
詩
っ
て
い
ま
す
。

市
販
の
地
図
に
は
、
た
ま
に
弁

天
島
と
も
あ
り
ま
す
が
、
国
土
地

理
院
の
地
図
で
は
小
島
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
地
番
も
な
い
こ
と

か
ら
岩
礁
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
干
潮
時
の
面
積
は
約

五
反
で
す
。

全
国
を
測
量
し
て
回
っ
た
伊
能

忠
敬
は
文
化
七
年(

一
八
一
〇
）
に

棚
底
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
小
島

は
遠
測
し
、
な
ぜ
か
浦
村
の
島
と

し
つ
つ
も
、
き
ち
ん
と
小
島
の
名

前
を
記
し
て
い
ま
す
。
因
み
に
忠

敬
は
庄
屋
の
鬼
塚
家
に
二
泊
し
て

い
ま
す
。

小
島
に
は
文
化
三
年(

一
八
〇

六
）
と
、
昭
和
五
八
年
建
立
の
新
旧

二
つ
の
祠
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

も
海
に
縁
の
あ
る
棚
底
五
区
の

方
々
の
建
立
で
、
前
者
が
小
島
大

明
神(

竜
王
大
明
神
）
、
後
者
が
弁
財

天
で
、
総
じ
て
小
島
神
社
と
な
っ

て
い
ま
す
。

祭
り
は
、
新
の
三
月
十
五
日
に

近
い
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
前
に
コ
ッ
パ
グ
ロ
釣
り
で
上

陸
し
た
折
り
、
岩
の
隙
間
か
ら
見

つ
け
た
弥
生
土
器
片
は
、
県
内
最

大
数
を
誇
る
弥
生
時
代
の
宮
崎
石

棺
墓
群
と
同
じ
く
、
三
世
紀
後
半
、

今
か
ら
約
千
七
百
年
前
の
も
の
で

し
た
。
目
と
鼻
の
先
に
あ
る
宮
崎

と
小
島
、
こ
の
土
器
が
祭
祠
用
と

し
た
ら
、
は
る
か
以
前
か
ら
小
島

で
宮
崎
石
棺
墓
と
関
連
し
た
祭
祀

が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
小
島
は
目
の
前
の

倉
岳
と
背
比
べ
を
し
て
お
り
、
上

陸
す
る
時
に
は
、
土
を
持
参
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
倉
岳
が
低
く

な
る
よ
う
、
山
頂
近
く
の
土
な
ら

特
に
喜
ば
れ
る
と
の
伝
承
も
あ
り

ま
す
。

三
区

歳
川

喜
三
生

棚底城跡整備検討委員会を行いました

【整備検討委員会のようす】

棚
底
の
ち
ょ
っ
と
し
た
話

㉒

右が小島（竜王）大明神、左が弁財天


